
年
九
月
任
教
授

0
同
四
十
年
八
月
美
術
審
査
委
員
會
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
爾
来

今
に
至
る

0
四
十
三
年
六
月
消
霰
へ
旅
行
の
た
め
休
職

0
同
年
八
月
蹄
朝
復

職

0
大
正
二
年
十
二
月
日
本
聾
科
主
任
を
命
せ
ら
る

0
同
五
年
七
月
叙
従
五

位

0
同
六
年
六
月
帝
室
技
藝
員
を
命
ぜ
ら
る

0
同
七
年
七
月
叙
勲
五
等
授
瑞

賓
章

●
陸
任
敦
官
の
略
歴

三
浦
〔
錦
三
郎
〕
助
教
授
茨
城
縣
の
人
、
披
光
風
、
石
川
光
明
に
牙
彫
を

狩
野
壽
信
に
甕
を
學
び
明
治
四
十
年
九
月
本
校
牙
彫
部
助
手
に
就
職
せ
ら

小
林
〔
萬
吾
〕
教
授
香
川
縣
の
人
、
明
治
三
十
一
年
本
校
西
洋
盟
科
選
科

卒
業

0
同
舟
二
年
十

一
月
本
校
助
手

0
同
州
七
年
九
月
本
校
助
数
授

0
同

四
十
四
年
二
月
渦
一
―
―
年
間
佛
國
伊
際
蜀
國
へ
留
學
を
命
ぜ
ら
る

0
大
正
三

年
六
月
蹄
朝

0
大
正
五
年
三
月
兼
任
東
京
高
等
師
範
學
校
教
授

水
谷
〔
鉄
也
〕
教
授
長
崎
縣
島
原
の
人
、
琥
佳
園
、
初
め
奈
一艮
の
彫
刻
家

森
川
杜
園
に
學
び

0
明
治
三
十
五
年
七
月
本
校
彫
刻
科
卒
業

0
同
三
十
六

年
本
校
助
手

0
同
三
十
八
年
十
二
月
助
教
授

0
同
四
十
三
年
七
月
彫
塑
研

究
の
為
め
三
年
間
佛
伊
猫
國
留
學
を
命
ぜ
ら
る

0
大
正
二
年
十
二
月
蹄
朝

る

播
磨
の
人
、
琥
映
丘
、
明
治
三
十
八
年
七
月
本
校
日

松
岡
〔
輝
夫
〕
教
授

〔
マ

マ
〕

本
校
聾
科
卒
業

0
同
四
十
一
年
九
月
本
校
助
教
授

大
島
〔
勝
次
郎
〕
教
授
東
京
の
人
、
琥
如
雲
、
夙
に
祖
業
を
紹
ぎ
錨
金
に

従
事
す
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月
本
校
雇

0
同
二
十
四
年
八
月
本
校
技
手

に
任
す

0
同
二
十
六
年
九
月
技
手
麿
官
に
よ
り
闊
託
と
な
る
、

矢
代
〔
幸
雄
〕
教
授
横
濱
の
人
、
第
一
高
等
學
校
を
経
て
東
京
帝
國
大
學

法
科
大
學
商
業
學
科
に
入
り
後
文
科
大
學
英
文
學
科
に
轄
科
、
大
正
四
年

①
 
関

連

事

項

七
月
卒
業
、
卒
業
に
際
し
優
等
學
生
と
し
て
御
下
賜
の
銀
時
計
を
拝
受
す

0
同
年
九
月
本
校
英
語
、
西
洋
美
術
史
、
西
洋
彫
刻
史
授
業
嘱
託

0
大
正

六
年
三
月
第
一
高
等
學
校
英
語
授
業
啜
託
を
兼
ぬ

職

員

動

静

久
米
桂
一
郎
氏
（
教
授
）
電
話
高
輪
一
五
一

0
へ
愛
更
。

澤
村
専
太
郎
氏
（
嘘
託
）
北
豊
島
郡
高
田
村
鶉
山
一
五

0
一
へ
韓
居
せ
ら
る
。

古
宇
田
賞
氏
（
教
授
）
十
一
月
依
闊
託
製
作
事
業
に
闊
し
長
野
縣
へ
出
張
を
命

ぜ
ら
る
。

〔
勤
〕

小
林
編
五
郎
氏
（
製
版
科
助
手
）
勧
務
演
習
召
集
中
の
と
こ
ろ
十
一
月
三
十
日

召
集
を
解
除
せ
ら
る
。

生

徒

動

静

（
今
後
在
學
生
諸
君
の
重
要
な
る
動
静
を
本
欄
に
於
て
報
告
す
べ
し
）

笠
原
千
之
氏
（
西
二
）
十
二
月
十
二
日
病
死
せ
ら
る
、
哀
悼
に
堪
へ
ず
。

西
洋
画
科
の
教
室
制

西
洋
画
科
が
大
正
七
年
九
月
の
新
学
期
よ
り
第
三
、
第
四
年
生
に
教
室
制
を

適
用
し
た
こ
と
は
「
東
京
美
術
学
校
近
事
」

(m頁
）
の
記
載
ど
お
り
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
大
正
五
年
の
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
に
お
け
る
改
革
派
の
、
教

師
の
個
人
的
薫
化
に
重
き
を
置
い
た
教
育
法
を
実
施
す
べ
し
と
い
う
主
張
を
と

り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
改
革
に
つ
い
て
東
西
美
術
出
版
社
版
『
美
術
新

報
』
第
一
巻
第

一
号
（
大
正
七
年
十
月
）
に
は
次
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

■東
京
美
術
學
校
洋
蜜
科
赦
室
制
に
斐
る
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に
思
ふ
、
』
と
語
っ
た
。

〔の
〕

上
野
る
東
京
美
術
學
校
の
西
洋
聾
科
で
は
、
今
回
其
組
織
を
改
め
て
数
室
制

度
と
な
し
愈
此
の
新
學
期
か
ら
宜
行
す
る
事
に
な
っ
た
、
従
来
の
洋
甕
科
は

各
年
級
に
従
っ
て
受
持
教
師
を
定
め
一
年
長
原
孝
太
郎
、
二
年
和
田
英
作
、

三
年
藤
島
武
二
、
四
年
及
卒
業
期
を
黒
田
清
輝
氏
等
の
各
教
授
連
が
受
持
つ

て
居
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
三
年
以
上
を
限
り
赦
室
制
度
に
な
し
、
各
生

徒
は
己
れ
の
好
む
数
室
に
入
り
己
れ
の
選
ん
だ
師
に
就
て
學
ぶ
事
が
出
来
る

の
で
あ
る
、
赦
室
の
敷
は
三
つ
に
分
れ
従
来
闘
案
科
に
居
た
岡
田
三
郎
助
氏

が
入
っ
て
岡
田
、
和
田
、
藤
島
の
三
赦
室
が
出
来
、
黒
田
教
授
は
研
究
科
を

受
持
ち
傍
ら
縮
て
を
統
一
す
る
事
に
な
る
、
右
に
就
い
て
正
木
〔
直
彦
〕
校

長
は
『
従
来
は
非
常
に
ま
ち
／
＼
で
あ
っ
て
多
少
の
非
難
も
あ
っ
た
が
、
今

後
赦
室
制
度
に
な
れ
ば
赦
授
上
に
も
統
一
さ
れ
生
徒
に
は
大
愛
便
利
で
あ

る
、
数
室
は
分
れ
て
も
競
技
は
一
慮
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
数
授
逹
は
却

て
苦
し
い
理
で
あ
る
誰
の
赦
室
が
多
い
か
分
ら
ぬ
が
或
は
親
切
で
あ
る
か

ら
多
い
慮
も
あ
ら
う
し
、
作
品
の
優
秀
な
黙
か
ら
生
徒
の
殖
え
る
慮
も
あ
ら

う
、
中

々
面
白
い
現
象
を
見
ら
れ
る
事
と
思
ふ
、
外
の
組
織
の
案
も
あ
っ
た

が
、
自
由
に
己
れ
の
好
む
師
に
就
く
事
が
出
来
る
と
云
ふ
の
が
一
番
い
4

様

教
室
分
け
に
よ
る
各
教
室
の
生
徒
数
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ

り
数
年
後
、
十
数
年
後
の
生
徒
た
ち
の
発
言
に
よ
れ
ば
特
に
藤
島
教
室
に
生
徒

が
多
く
集
ま
り
、
大
き
く
身
動
ぎ
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
の
と
き
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
（
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
桑
原
実
監
修
、
磯
崎
康
彦

・
吉
田
千
鶴
子

著
。
昭
和
五
十
二
年
、
日
本
文
教
出
版
）
。

西
洋
画
科
に
倣
い
、
彫
刻
科
も
三
年
後
に
人
事
刷
新
が
行
わ
れ
た
の
を
機
に

③
 

第
四
年
結
城
素
明
教
授

卒
業
期
松
岡
映
丘

研
究
科
結
城
素
明

教
室
制
を
採
用
す
る
。

し
か
し
、
日
本
画
科
は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
教
室
制
を

学
年
制
に
改
め
る
と
い
う
反
対
の
改
革
を
行
な
っ
た
。

②

日
本
画
科
の
学
年
制

西
洋
画
家
の
改
革
と
時
を
同
じ
く
し
て
日
本
画
科
も
大
正
七
年
九
月
に
教
授

法
を
改
革
し
た
が
、
そ
れ
は
従
来
の
教
室
制
を
改
め
て
学
年
制
に
す
る
と
い

う
、
西
洋
画
科
と
は
反
対
の
改
革
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
革
に
よ
り
各
学
年
の
担

任
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

予

備

科

交

代

第
一
年
篠
田
柏
邦
助
手

第
二
年
小
泉
青
堂
助
教
授

第
三
年
松
岡
映
丘
助
教
授

寺
崎
広
業
、
小
堀
輌
音
、
川
合
王
堂
の

三
教
授
は
平
等
に
各
学
年
を
指
導

す
る
。

な
お
、
同
科
は
こ
の
年
の
十
一
月
に
主
任
教
授
の
寺
崎
広
業
が
辞
職
し
て
翌

十
二
月
川
合
玉
堂
が
主
任
と
な
り
、
ま
た
、
松
岡
映
丘
が
教
授
に
昇
格
す
る
な

ど
の
人
事
異
動
が
あ
っ
た
。

彫
刻
科
の
卒
業
制
作
補
助
費

大
正
七
年
九
月
二
十
八
日
の
彫
刻
科
教
官
会
議
で
は
次
の
こ
と
が
検
討
さ
れ

こ。f
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